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まえがき

Robinia spp. !土従来砂防:fJl'ðη として，荒地I c: Nlえられ附地lこ 1耐えて生長がヰ< , jJJj芽力が

11['t;在で"ûdL 肥料水ì)めとして特殊な価他がある。

:I{之m:rt! I されてきた Acacia spp. !は土， 干布植l位立叫4物勿 lリ中lドI q:!j

カシワ P アベマキ iこ比べると主::íl'.)にはなはだ叫んすとぷる成 l乏が qLいため短f~J日lで'J['z f正がで、

きる利点をもっている。カテコールタンニンの合行予:: 30::6 以上のものが約 20 H:あり p とlL

等を総称してワット}~樹またはタンユンアカシヤと唱えて広〈タンニン材料としての王庄を 11î

めている。

/'7î阿ナタール洲で大規模に遺体せられ，そのうち最も成長が佳良で，しかもタンニンのfff

ともに優秀なものは p アカシヤモリシマ CAcacia 1i'Zollissima) である。

主なJiJ j全 l主ミモザ倍w乙(ナタールパーク)の代表として，タンニンを需むるととにあるが，

材は杭木，薪炎材， :j:打材，持材p ノ:ルプ flj材とし，また?とは観賞月j 切花に使われる。ある地方

の制査によると， 25林地牝益の 56% がタンニン， 44?-6 !土薪炭材で、あるというから p 薪炭!JJ(

一一一ーす一一一一一一

1 )赤沼試検地主任 2) 林産化学部林産製造科木炭研究室
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木としての利m商も軽視できない役割を持っている。しかるにその価f立を裏づける安来につい

ては p ニセアカシヤ樹について 1919 年に鏑木博一1:が燃料として優秀であるととを発支せられ

たのに続いて 1923 年鹿山市三郎氏が「ニセアカシヤ樹の1iJF究J 1)2) という書で，とれが也林

と利Jijを唱導せられている以外p との極の研究ははなはだ研のように見受けられるので p 市:祈

等が林業試験場浅川分I虫で行ったワットルほか二三の二七アカシヤ属の燃料価位5) につき訓査

した請来の一端を号l(f'ょする。

木試験の遂行にbたし仰支援いただいた林業試験場:Wi中古rí:1J2 口勝美技官p 材、産化学部J.~~~本

宮古技官，ìf~びに浅J1!分-宗イ三炭研究宝ーの諸氏 l亡対し深民なる謝立を去するさえ第である。

2 供試材

トゲエセアカシヤ(トヂアカシヤ) Robinia ρseudoαcacia 

青島トデナシニセアカシヤ(予f島トグナシ) Robinia ρseudoacaciαvar. bessoniana 

英国トグナシニセアカシヤ(英国トダナシ) Robinia ρseudoacacia var. umblaculfjera 

アカシヤモリシマ(ワットル) Acacia mollissima 

写真 1 

7 カシヤモリシマ(ワットノレ)

木炭 (拡大)

Phot. 1 Acacia 問。llissima

Acαcia decueγγωs 

写真 2 

トゲニセアカシヤ

木炭 (拡大)
Phot. 2 Robinia ρseudoacacia 

写真 3 
英国トグナシニセアカシヤ

木炭 (拡大)
Phot. 3 Robinia �seudoacacia 

var.仰tblaculifera

以上 Robiniαspp. 3 事Tî と Acacia spp. 2 fíEについて調査したυ Robinia spp. は林業試

験場宇佐内陸 Acacia spp. は愛知県渥美郡二川 IIIT名古屋営林局li!，j IJr;~J営林清二川苗知!産の樹令

8 ~I~生徒 15~24cm の材でp 比重 0.57，平均年愉巾は 5.0cm で， 経irNについては失のと

ゐりである。

1940 年 12 n ， タンニン資材確保のfl(ll~で寸Í'l古林野局東京林業試験場へ軍から配布されたた

ねを説I，rの 5 JJ 23 日二川市;t!Jjに捧相したものでp その成結ーりによると抗 1 去のようである。



アカシヤの木炭について (三宅・杉浦) -149 ー

第 1 表 問子の貯蔵法による生長の比較

Table 1. Degree of growth regarding some methods of stock. 

1 ~ _ "~~.." I~~'!! 年 12 月 1 1948 年 6 月 27 日|
極 | 蕗子貯蔵法 i25 日におけるトー一一一一一一! 術

平均市長 i 樹高;胸高u'ù李;

cm 立1 C立1

Aαlcia mol!issima 1 氷室貯蔵 ! 40 | 10 1 16 11948 年 6 月の調査は現存数
2 土中Il'Î' J夜 25 7 15 

28 9 II 

23 8 9.5 

n 
U円

11 
11 

2 11 

I1 

Acacia decuerrens 2 11 

11 

Acacia melanoxulon 2 11 
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l 木工1:1の優良木 1 本につき測定

i した。

15 

24i 
;| 

まきつけ地はiAHtI母に I，~し前年1+斗桁'?dfilに使)JJ していたドj)íJí・で、土地千担，土壌は底二1: タ干[傑

少なく敵性ifwr九水?日状態はil\1で pH 5.5 , 年降水世(千均) 1 ,828mm , 気地 (+J::))

16.22 0 C。

3 試験装置と方法

1)炭化過程にむけるJf5dl(iη

装世は j山;ゐJi河沖1苧E製作所所ゐ製一f行i炎r俳ti存;下ミ羽活瑚自ιtl!.'，'，似};入，11'，μ!lIJ定川の K.B.3.

装世を使川した。その;仔主主はあ 1 図に示すように1式

料を llliJ 舟\fJí'ì二h'i; (径 15mm ， t:i さ 120mm) に入

れ，とれをアルミニウム製レトルト内にJ[\Cめて p 外

i'II:!; iJ"らの72熱で力11熱しp f!日度はレトルト内1L~却に押

入したil:ìU主計で、読んだ。とれに 14111m のピストン

を捻じ込んだ rI r/::~'i'~íFlh を，三日I~::机糸で上方Jコ 1'I'}J [Cか

ら ['1\ し，他のj什1[[の分íÍil'1でパランスをとる。との ilI!h

は P1í;討にはめとまれたカoイドプロックに支えられて

上下に迎到し1:fÇ 3 の i'i'.i':qcによって 3.7 併に拡大さ

れた後， r'! ;i己装世に伝わって IIIJ線を画く，川択は 1

担!医 1 n手11 1Jであり， '~~~に電気振動叫によって陪隙H't

性の昨碍を除去するようになっている。

試料lまU~2 図に示すとおr り， A(繊維の方向)， B 

(柾目の方向)， C (板fIの方向)の 3 方向のもの

について，各々径 10m111，長さ 50mm の表面三円骨

な円柱形の試)，ーを用い p 常温から 400 0 C のき是化経

了までを， 2.5 時間の割合にカ11減してその llUの調節

は変圧器を用い， 10 分ごとに 5 ボルトづ、つ上昇さ

第 1 図 K. B. S. 装百

Fig. 1 K. B. S. Apparatus 
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第 2 図試片の取り方
Fig. 2 ]\在号thod of cutting of test pieces 
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せ， iiAi片の 1/支部討状態とう士併Jj:li:~Ì'の関係:;l[~ ぴ、 l亡発生すでるガスの呈色反応、を調べた。たむ制度!土レ

トルト試IJ.rl' ，l'，、部との件々につきあらかじめi!!lJ定比l肢をしてみたととろ大差がなかったので{史.

11:- 1: レトルトの指示制度によった。

2) 牧縮時にむける呈色反応

呈色反応、J土定位指析を慌[1I['E'!~L-切って下記の死回去による薬液につけたf; ， t験走lí;を発生カ"スに接

触させて反応を~1 ， 1，1ぺた。

i. Diazo 反応... .Alcohol 定性

山一液型的酸ソーダの 0.7'}6 の水溶液にする。

第二、液ズルフアニ-}L-恨 1 grs を 5N-HCl (約 1696) 50 grs 公よぴ H~O 150 grs に i容

f作せしめる。試料+第一液 1 滴， 1:j'~二行主 41~fj+NaOH にて Alkali 性にする。

ii.塩化鉄反応. . . . Phenol JC'I'[: 

第二塩化銑利容液 (0.5~1%) 1 滴。

IJl.ブエーリング反応... .Aldehyde 定性

沼一液Tl}結f日l精製した石市内主主[，1 CuSO.5Hz034.G4grs を恭市;1'( 500 cc にi容f作し， ，投lVíEi校数

拘を柿下混合しτつくる。

治二液 Rochelle 権(刑判佼カリウムソーダ) 173gr，純 NaOH tûgrs を蒸ìfil7j，にとかし

500 cc としたもの， ["j本宛協和;武nを添加l放置し， inIi'.~変化釧の沈澱の生成を検した。

iv. 酷目立アニリン来lf;. . . . Furfural 定住

フルアラールJ主酷般アニリン祇に赤色反応する。

3) 子u?長の工業分析

発熱量の測定にむいて材の部は京IH店、とし 辺材.L:、材lIt1干のまま 14~30 mesh Jとりのものを

川い，また木茨は林業!試験場浅川分室構内の普通よ1;~:bt::0でできたN~去を砕し、て 50~100 mesh 

!とりに処却した。測定は燃ii)f式熱長計ーを使川し常法にしたがって行った。

ノk分，方品、は JES の石丸i刈jk法により，合'f'J.分ifJ{M~I"発分川町:J\f'l 0.2 g を1液製ボ{ト i亡

採り p 石英管r[l におさめて，あらかじめ電気炉を 1000 0 C に保ち減圧下で 1 時1m加熱して減量

をばかり，水分を差') ，いて求めた。容主114重!土木炭比 rfCl!-を川い，脱皮!土三im式使l1t~'!-tL より p

精煉!芝は'j.'，id~~;;!‘を f~った。克子大点は1.7 cm fJL '_Rさ 6cm の試1 ，' (8-10%合水)を使川し

電気炉にいれて 100~3000C に達する時Il \Jを 45~60 分i乙調印し， ミクロパ{ナーの慣を接触

させて測定した。

4 試験成績

1) 1/)(献と呈色反応

K. B. S. 装tët を使JlJ しての収縮l汰験結出は5j'ç 2 去 ， U~3 図に示すとおりで，繊維方向収縮に

ついては Acacia spp. の 9.4~9.8% に対し Robinia 8pp. は 7.6~8.4 で ， Acacia 8pp. の



方が~X桁iがブミで、重うる。

布E 口，祝日の方向につ

いての Acacia spp. 

l土 ， Quercus sp. と

ほとんど川様でp そ

のJ!'x:紡 111]純は沼 4 ， 5 

図に示すと沿りであ

る。

決化三容は英国ト
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アカシヤの木炭について (三宅・杉浦)
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第 3 図炭化過程におげる繊維方向
Jl :z.i縮山線

Fig. 3 Contraction curves to 

longitudiual direrction during 

carbonization. 

CRobinia ρseudoacacia var. umblaculifera) ， ワりト

ル CAcacia mollissima) , トヂニセアカシヤ CRobinia 

pseudoacacia) ， 青山トヂナシユセアカシヤ (Robinia 

pseudoacacia var bessoniana) の/1削で容積重，硬1ft!土ト

グニセアカシヤがi誌も正:j く青白，英国の 111(f位で英国は村も

• 151-
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第 4 図 J炭化泊程における収縮曲線
Fig. 4 Contraction curves during 

cabonization. 

C 

500 ミツu ナラ

判J
30 1.00 1.10 1.00 1.1日 3.00

瞬間 (hour)
長もともに軟らかい。

第 5図 炭化地程における収縮|曲線
黒決定による単木収納試験魚川Lは抗 3 去のとお‘り決化率 Fig. 5 Contraction curves dL凶ng

は22~23% で p 長さの収納J土1l~15.96 ， lU径lf士縮は 21~ cabonization. 

34 とはなはだしく異なるが， その'1 1でも特にトヂ=セアカシヤが顕;午である。

4&4去は炎化i&相における温度と分解ガスによる呈色反応を判べたものである。

第 2 表 炭化過程における収縮結果

Table 2. Results of contraction during carbonization. 

樹 種
|陸一11::一条」庄一 Jl又一 縮 率

含水率 A B C 炭化率 容積重
l ーノ ?九円皮|時間繊総?J向柾目ヌ向板町方向 η 

/'0 しぺρ /0 ;0 

2.5 9.8 19.8 30.8 33.5 

2.5 9.4 18.0 i 30.5 32.7 

2.5 8 ・ 3|試き験なしJ-\ の都合でで J I. O 0 ・ 41
2.υ 8.4 36.6 0.30 

2.5 7.6 己3.0 0.55 

2.5 9.8 34.0 0.35 

Acacia decueγγens 

アカシヤモリシマ(ワットル) 10. 1 20~400 

青島トゲナシニセアカシヤ

英国トゲナシニセアカシヤ

トゲニセアカシヤ

ミグナラ

10. 1 20~40C 

9.7 I 20~400 
10.2 20~400 

10.2 20~400 

11.0 20~4C コ
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第 3 表 黒炭;乏による収納試験抗lJ米:伏付合水率 27~30%

Tablel 3. Results of contraction by black charcoal kiln. 

制 硲

アカシヤモリシマ(ワヅトル)

トグニセアカシヤ

青島トゲナシニセアカシヤ

英国トゲナシニセアカシヤ

rft1 f近

トゲニセアカシヤ

青島トゲナシニセアカシヤ

英国トグナシニセアカシヤ

2) 材と木氏の'ft't'f

伏イ凶 % I 長さの収縮率 9& I 附

23.0 

23.3 

22.3 

23.7 

23~27 

32~34 

5

5

2

 

1

1

1

 24~26 

21~22 II 

第 4茨生成物の豆色反応

Table 4. Color reaction of th色 products.

!西山::;:F応 Diazo 反応 |ブう子;;託子応! 塩化鉄反応
\:.ル定性) i (アルコ{ル定性)i ( ,:_ 'I~'定性) : (ブエノ{ル定性)

淡淡。 C I 淡淡。 C 濃淡。 C i 淡 。 c
230~360 240-380 260-360 240~400 

|淡
250~340 250~400 290~340 260~340 

淡 | 淡楼 | 淡 | 淡濃
220~350 250~350 250-340 250~350 

問団

Table 5. Properties of charcoal and firewood. 
第 5À 材の tt '11: 

アカシヤモリシマ(ワットノレ)

トゲニセアカシヤ

青山f トゲナシニセアカシヤ

英国トゲナシニセアカシヤ

コナラ

間 種

アカシヤモリシマ(ワヅトル)

トゲニセアカシヤ

T守口y トゲナシニセアカシヤ

英国トゲナシニセアカシヤ

コナラ

水分
?{, 

10.11 

9.77 

10.27 

10.20 

11.86 

i 総発熱泣|制点| 材ij 考
cal oC 

同o 240 I 燃研蛾闘を使用
4 , 070 244 

4 ,200 234 

4, 150 230 

4 ,012 258 比較のため掲~T[~

第 6茨木炭のけ二質
Table 6. Properties of charcoal. 

(炭樋!水分|総発熱:d 灰分 l 容積重 1 硬度|精煉度
I % I 凶 l?4!|

県民 4. 卯 7, 550: 2.4 I 0.53 5.4 I 6 

か 4.67 I 7, 270 2.3 I 0.56 ふ 2 7 

か 4.77 I 7 ， 1ωω0.49 4 ・ B I9  

か 4 ・73ωω5・ 5 I 0 ・ 38 I 1 ・2!9

か 5.66 '6, 620 1.8 I 0.58 6.4! 9 

第 7茨木炭の工業分析
Table 7. Analysis of charcoa1. 

分解固定 l

料 水分 1 灰分|揮発分 l 炭素;
!?合% I % I % 

試 備考

アカシヤモリシマ(ワ y トル 4.9 2.4 14.4 78.3 

トゲニセアカシヤ 4.6 2.3 21.3 71.8 

青島トゲナシニセアカシヤ 4.7 4.9 24.9 65.5 

英国トグナシニセアカシヤ 4.7 5.5 24.7 65.1 

コナラ 5.6 1.8 24.5 63.1 

第 6 表の試料を分析す

比較のため精純度 9 のものを掲~ê- 一ー
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出 5 ， 6 , 7 支の;iJ ，'，j杢*，'， ~I~を製約すると，

a. アカシヤモリシマ(ワットル)の発熱世 l土村にたいてやや劣るが，木氏ははるかにコナ

ラ (Quercus sp.) を凌ぎ，その他の Robinia spp. はいやれも材，木決ともにコナラよりr\ :J

し、。

b. 木:たのゆ〈う.Ì"!主トダニセアカシヤ，ワットルに必いては比較的少なく，コナラよりやや多

い限度であるが， 他の 2 fíl!:'主はなはだ多く，ほとんど 3 1;日立い仙を件たが， f刀 if~tr とれは熱処理

lこ l調係あるものと，目、わ~L.る。

C. 村材-Jのコノ府7斤?火九，l，l， i，

cl. ギFら'Lr!í:と iiilDfti土 111;[上ヒ例し，ラミ閏トヂナシプカシヤのみはいちじるしくす7るが，他!主コ

ナラに比べはなはだしいj遜色はない。これは「ネラシJ J)程度により多少異なるとと勿論であ

る。

e . 1~!j城山l土ワットル;が 6.0 ， トゲニセアカシヤが 7.0，仙はすべて 9.0 である。

f . :11:汗ì ， r~M1t!土(王とんどなく，ワット;J..は外観光沢があり屯裂が多いが他のアカシヤには

少ない。

5 あとがき

Robinia spp. j子よび、 Acαcia spp. は lJfîiliのとおり P 燃料として以いのほか良い'1'1:町をも

っている。英国トヂナシニセアカシヤのみは成長状態，信J~~からみてやはり削肥料木以外るま

iJWJ刊できないが，その他のものは L 、ゃれも発熱量， fi!II J立などの要素ーが案外鋭れていて p コナ

ラに及iまないまでも充分使い得るし，一般にとの試は p 伐J示直後生木のまま良〈燃えて， 141;煙

が少ないなど， 1UL枯れ乙I;LJ也し7こ牛，J:1~えがある。 とりわけアカシヤモリシマは:.r1之さに弱いけ~'lど

も I民地では滋くほど成長が早いから p この lJ. と相まって勃武村としての価値l土お士らくク

ヌギよ 1) 高いだろうと称される向もあり，え!fjJ也にこれをNrえてタンニンをJ采り，材もまた有利

に使えるとなれば， [1:に一石二心で，さらに燃材としてならば，ノj、括本，米本j:主条にいたる全

で完全に利)1]できるから，この;古味において-rjS、その燃料価似についての ~';，t!.ffir& を rfJ'たにしてお

くことは， Ili) 樹のì1!H;計画とも閣出し，あながちJnf;駄なととではないと J』‘われる。またll:[1J.:に

砂|坊の目的で植えたトゲニセアカシヤが袋茂し，樹f主交替をするにも全く手がつけられないよ

うな場所も沢山見交けられるから，とれらは逆に枯殺の方法を;与え，材はj生んで新茨原木とし

て利用されるようおすすめしたい。なお資材の ;~nt~製，製安法など技術的の屈でも一般広葉樹の

場合とイì'J等異なるととろがないから増産をはかる一方，今後とのf主木炭のガス吸舟住，耽色性

をはじめ，その他の性質全般にわたる調査を進めたならば，活性去なと、特殊月H主の将来も約束

されるであろうと三与えられるので p とれ等研究の糸口としてとの際，他の仕事のかたわら行っ

た小実験で、はあるがとりあえ歩、報告する共第で，幾分でも御参考になれば望外のしあわせで、あ

る。
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R駸um� 

Robinia spp. and Acacia spp. have excellent properties "¥vhen u宮ed as fue1s. 

Considering its growth and type , on1y Roainia ρseudoacacia var urnblaculiferra 

is use1ess except as grazing and ferti1izing tree. Other trees can be satisfactority 

utilized as fuels , because their ca10rific value , hardness ,md other properties are 

much better than formerly expected, though they 鳧re not so superio1' as thOl:~e of 

Quercus serrata TIlλ~B. Gene1'ally speaking, this genus, soon after feIling, p1'esents 

excellent prope1'ties of burning easi1y as 只:reen-wooc1. and p1'oducing small quantity 

of smoke, comparing with othe1' genera. EspeciaIly, Acacia nzollissima , though 

not resistant to co1d , grows so 1'apic11y in wann placeG that its value as fi1'e-wood 

can be saic1 to be much la1'ge1' than Quercus serrata. If this t1'ee we1'e cultivated 

in suitable districts and utilized also as 1umbe1' and 1'aw mate1'ial fo1' tannin, it 

wou1d prove cif great value. Fu1'the1'more, when this tree is LU:ec1 as fire-woo c1, 

small 10gs and b1'anches will a1so be availab1e for utilization. Fo1' this 1'tason, 

we must 1'ecognize the fuel va1ue of this t1'ee in combination with the formulation 

of its plantation scheme. As the1'e a1'e many places where Robinia ρseudoacacia ， 

which is being p1anted to p1'event sand-fall, grows den里ely and cannot easily be 

changed into othe1' the species, it is advisable to f�d out the method to eliminate 

this t1'ee by uti1izing it as fi1'e-wood. Rega1'c1ing this t1'ee, the methods of 

preparation and ca1'bonization a1'e just the same as those fo1' othe1' woods , and it is 

reasonable to conside1' its mass p1'oduction in connection with the gas adso1'ption 

駑c1 decoloration p1'operties. As the 1'eιults of this 1'esea1'ch，主pecial utilization fo1' 

active carbon proved worthy of development. vVe performed this experiment 

along with other resea1'ches and we hope this may prove of service to better 

utilization of wood. 


